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� 第110号

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
21
世
紀
を
迎
え
て
５
年
、

2006
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
に
は
佳
き
年
を
お
迎
え
に

な
り
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
2005
年
は

同
友
会
に
と
り
ま
し
て
は
研
修
医
が
２
学

年
に
渡
り
揃
い
、
又
理
学
療
法
士
の
卒
後

研
修
も
始
ま
り
、
じ
っ
く
り
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、

緑
陽
前
号

(

第
109
号)

で
田
村
副
院
長
が

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
急
性
期
病
院
と
し

て
当
院
が
充
実
し
て
い
く
た
め
の
様
々
な

手
段
を
講
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
一
般
診
療
を
午
前
に
集
約
し
、
午
後
の

外
来
を
完
全
予
約
制
と
し
、
そ
の
他
の
患

者
様
は

｢

救
急
車
で
来
院
の
方｣

、｢

緊
急

を
要
す
る
重
症
患
者
様｣

の
み
の
二
次
救

急
対
応
と
致
し
ま
し
た

(

眼
科
、
皮
膚
科
、

脳
神
経
外
科
、
形
成
外
科
を
除
く)

②
救

急
の
充
実
に
伴
い
、
夜
間
勤
務
体
制
の
強

化
等
々
を
施
行
し
ま
し
た
。
③
�藤
沢
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
役
割
�を
病
病
・
病
診
連

携
の
中
で
築
い
て
い
く
こ
と
と
し
、
診
療

所
で
診
て
い
た
だ
け
る
程
度
に
病
状
の
落

ち
着
か
れ
た
患
者
様
に
は
お
近
く
の
診
療

所
へ
逆
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
は
い

つ
で
も
万
難
を
排
し
て
救
急
医
療
、
入
院

治
療
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
に
よ
っ
て
病
棟
診
療
、
検
査
、
手
術
、

救
急
が
よ
り
充
実
し
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
安

全
な
�安
心
し
て
か
か
れ
る
い
い
病
院
�を

目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
救
急
�に
お
い
て
は
平
成
17
年
４
月
か
ら

医
局
の
先
生
方
と
研
修
医
の
先
生
方
の
努

力
に
よ
っ
て
、
毎
日
の
救
急
カ
ン
フ
ァ
ラ

ン
ス
と
週
一
回
の
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
救
急
カ

ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
脳
外
科
の
吉
田
先
生
と
私

と
日
本
救
急
医
学
会
の
専
門
医
が
２
名
揃

い
ま
し
た
の
で
、
2006
年
１
月
か
ら
日
本
救

急
医
学
会
の
認
定
施
設
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
先
に
述
べ
ま
し
た
各
部
門
の

夜
間
人
的
配
置
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
な
さ

れ
、
看
護
師
は
２
名
夜
勤
体
制
と
し
、
薬

剤
師
、
放
射
線
技
師
、
検
査
技
師
は
連
日

当
直
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平

成
19
年
４
月
に
Ｅ
Ｒ
化
で
き
る
よ
う
、
救

急
部

(

救
命
セ
ン
タ
ー)

創
設
を
目
標
に

こ
れ
か
ら
も
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
藤

沢
の
北
部
を
守
る
た
め
に
力
を
注
い
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
迎
え
た
2006
年
は
医
療
情
勢

が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
中
、
①
病
病
・

病
診
連
携
の
更
な
る
強
化
②
当
院
の
特
徴

を
も
っ
と
は
っ
き
り
さ
せ
る
③
全
て
の
法

人
内
施
設
を
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
連
携

し
提
供
す
る
④
全
て
の
職
種
の
連
携
と
各

自
の
能
力
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を

目
標
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
は
地
域
医
療
連
携
室
の
強
化
を
図
り
、

地
域
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
の
ご
紹
介
は

い
ち
早
く
予
約
が
取
れ
、
時
間
的
ロ
ス
を

無
く
し
、
い
つ
で
も
か
か
れ
る
基
幹
病
院

を
目
指
し
、
②
は
大
腸
肛
門
病
セ
ン
タ
ー
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
乳
腺
ブ
レ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
、
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
、
救

命
セ
ン
タ
ー
、
呼
吸
器
外
科
セ
ン
タ
ー
、

脊
椎
外
科
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

等
々
当
院
が
特
徴
と
す
る
部
分
を
中
心
に

総
合
内
科
、
総
合
外
科
、
総
合
整
形
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
診
療
単

位
の
再
編
成
を
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
患
者

様
が
初
め
て
お
か
か
り
の
場
合
、
ど
こ
に

か
か
れ
ば
良
い
の
か
が
分
か
り
や
す
く
な

り
、
他
の
専
門
外
来
化
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
と
思
わ
れ
ま
す
。
③
は
当
法
人
に
か
か

ら
れ
た
、
す
な
わ
ち
本
院
急
性
期
外
来
、

入
院
、
慢
性
期
療
養
病
棟
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
病
棟
、
介
護
老
人
保
健
施
設

(

施
設

入
所
、
短
期
入
所
療
養
介
護
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン)

、
訪
問
看
護
、
在
宅
包

括
医
療
部
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

健
康
増
進
施
設
ラ
イ
フ
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ど
こ
で
も
ご
利
用
い
た
だ
い
た
地

域
の
方
に
は
、
全
て
の
施
設
で
責
任
を
持
っ

て
色
々
な
病
態
に
対
し
、
ま
た
変
化
す
る

病
態
に
対
し
当
法
人
の
施
設
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
っ
て
最
高
の
お
も
て
な
し
を
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
当
法
人
の
内
容
を
地
域
の
方
々

に
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
�地
域
に
住
み

生
き
る
�安
心
を
提
供
で
き
る
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
④
は
各
職
種

が
個
々
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
十
分

な
連
携
を
取
れ
る
よ
う
に
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
に
よ
り
人
数
以
上
の
パ
ワ
ー
を
生
み
、

心
温
か
い
優
し
い
法
人
と
し
て
残
っ
て
い

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

�
い
つ
で
も
頼
れ
る
安
心
感
を
モ
ッ
ト
ー

に
�藤
沢
の
北
を
守
る
基
幹
病
院
、
基
幹
法

人
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
が
で
き
る
よ
う
職

員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
今
年
も
十
二
分
に

頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
今
年
も
ご
指
導
の
程
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

財団法人同友会
藤沢湘南台病院
理事長･院長 鈴木 紳一郎



昨年３月に､ 15年間健康管理を中心に産業医をしておりました､ いすゞ自動
車㈱藤沢工場診療所を退職し､ ５月から当院の健康管理センターに勤務し始め
ました｡ これ迄､ いすゞ自動車㈱を含めて上場企業４社で40年以上産業医とし
て､ 働く人達の健康管理をしてきました経験を活かして､ 心機一転当健康管理
センターをより良い施設に育てて行きたいと思います｡ よろしくご指導下さい
ます様お願い申し上げます｡
当センターは､ 平成15年５月に病院の診療部門から分離開設され､ 医師１名・
看護師３名・事務職３名が中心になって運営されていて､ 業務内容は下図の如くです｡ 現在､ 健康診
断用の機器 (ＣＴ・超音波・内視鏡等) は十分整備されているのですが､ 検診の項目によっては病院
の診療部門にお願いしている関係で､ 受診者に余分な移動の負担がかかってしまう事があります｡ い
ずれ集中化されると思いますが､ それ迄は受診者の受入能力に限界があるのが悩みの種になっていま
す｡
当センターの仕事の中心は､ 広い意味での健康診断ですが､ 健康診断はごく簡単な医療行為と考え

られがちですが､ 実は大変神経を使います｡ 一人の受診者を問診､ 診察､ 検査して､ その結果を総合
判断して ｢健康又は異常なし｣ ｢少し異常があるが経過観察で良い｣ ｢精密検査をしたほうが良い｣ ｢病
気と考えられるので治療が必要｣ 等の判定には段階がありますが､ その結論に至るまでには､ その受
診者の年齢､ 性別､ 職業､ 生活習慣等できるだけ多くの情報を考慮した上で検査結果を判断し､ 検査
数値の個人差も考えた上で ｢異常なし｣ 等の判定を下します｡ 諸検査の異常値の見落しは､ 疾病の早
期発見の遅延に繋がりますので､ 勿論あってはならないことですが､ 軽度の異常値を単純に ｢疾病の
兆し｣ として受診者に通知して､ 心配の種を作らない様にすることも大切な事です｡ その辺の境界域
の判断には大変苦労致します｡ 一般外来診療では受診者が頭痛, 咳､ 腹痛等の訴えで来院しますので､
診断に関して50％のヒントに従って診察や検査を進めて行き､ その結果診断治療がなされます｡ 一方
健康診断では､ 一見正常で健康そうに見える受診者の限られた検査結果を基に判断しなければならな
い難しさが在ります｡ いったん異常と判定しますと､ その事が疾病に繋がりがあるのかないのか精査
して再判定するには､ 時間と医療費と受診者の負担が大変かかります｡ ｢異常なし｣ ｢異常あり｣ の判
定は微妙で勇気ある決断が必要です｡ 僅かな異常値で半健康や半病人と思い悩んでいる人達を多く見
受けます｡ 大変不幸な事で気をつけねばならない事です｡
最近国の方針で当院の診療部門は､ 一般診療所 (開業医) の診察の二次的部分 (精密検査・高度医

療等) を担当する事になり､ 地域医療の１つの核とならなければならなくなっていますが､ 当健康セ
ンターも地域住民の健康管理の中核に成るよう育てて行きたいと考えております｡
受診者に満足して頂ける様な健診やドックを進めて行きたいと思っています｡
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健康管理センター 医師 住吉 右
ゆう

光
こう

健 康 管 理 セ ン タ ー 業 務


 � 人間ドック
健康診断 (受験､ 就職等)
企業定期健診 (特殊健診も含む)
健康保持増進 (THP)､ 産業医・労働衛生コンサルタントの派遣

� � � � 藤沢市基本健康診査・60歳以上

�� ��� 藤沢市基本健康診査・40～59歳

��� �� インフルエンザ予防接種

���������� !"

月曜日～金曜日 9：00～16：00 土曜日 9：00～12：00
藤沢湘南台病院 健康管理センター 0466－44－1451(代表) 0466－41－3055(直通)



� 第110号

財団法人 同友会介護老人保健施設 藤沢ケアセンターは介護を必要とする高齢者 (以下､ 要介護者) に対し､
施設サービス (長期入所)､ 短期入所療養介護､ 通所リハビリテーションを提供する介護保健施設です｡ その役
割は①医療サービスと生活援助サービスを総合的に提供して自立を支援する､ ②家庭復帰を目指し支援する､ ③
在宅生活を支援する､ ④地域に開かれた施設として地域ケアの拠点となる､ の�つがあります｡ 医師､ 看護師､
理学療法士 (以下､ ��)､ 作業療法士 (以下､ ��)､ 言語聴覚士 (以下､ ��)､ 介護福祉士､ 管理栄養士､ 支援
相談員等がチームとなって要介護者の生活機能再建・自立を支援しています｡
さてそのような介護老人保健施設 (以下､ 老健) では､ 全職員がリハビリテーション (以下､ リハビリ) を生
活の中で実践する担い手ですが､ その中で��､ ��､ ��はより専門的なリハビリを行なっています｡ 要介護者
の持つ残存機能を最大限に引き出し､ 生活機能の自立にできる限り近づけるという役割を持っています｡ 病院
(急性期・回復期) におけるリハビリが急性期治療および身体機能の回復を大きな目的としているのに対し､ 老
健では主に維持期・慢性期の方が対象であるため目的が少し異なります｡ 心身機能の回復には限界があり､ 足や
手が思うように動かず不自由さが残ってしまうことがあります｡ そのような場合でも日常生活動作 (食事・排泄・
更衣・整容・入浴) はできるだけ自分で､ あるいは少ない介助で行なえる方法を身につけることが老健のリハビ
リの大きな目的となります｡ また高齢者は短期間の入院や自宅療養でも､ 活動量の低下により筋力低下や認知症
の進行等､ 心身機能の低下を招くことがあります｡ そのような方の身体的・精神的活動性を向上させ､ 生活機能
の再建・自立へつなげていくことも重要です｡
当施設では��２名､ ��１名､ ��１名､ リハビリ助手２名でその業務にあたっています｡ 具体的には身体機

能・生活機能を高めるための筋力トレーニング､ 体力トレーニング､ 歩行訓練､ 日常生活動作訓練に加え､ 精神
活動を高めるためのレクリエーション､ 手工芸､ 学習療法等も行なって
います｡ また言葉に障害のある方の言語訓練､ 食べることに支障のある
方の嚥下・摂食指導も積極的に行なっています｡ これらは施設生活の中
で活かし､ 在宅へつなげられるよう看護師､ 介護福祉士､ 管理栄養士と
連携をとりながら行なっています｡
リハビリは､ 機能回復訓練のみを指すのではなく､ 心身に障害を持つ

方々の ｢人間らしく生きる権利の回復｣､ ｢全人間的復権｣ を理念として
います｡ 老健のリハビリは様々な側面から要介護者を支援し､ ｢全人間
的復権｣ を目指しています｡

��������	�
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藤沢ケアセンター 作業療法士 井上 あゆみ

風邪は､ 普通､ 多くがウイルス感染源といわれ人から人へと感染してしまいます｡ 特に空気が乾燥し気温の低
い冬は､ ウイルスが活発になり感染しやすい環境にあります｡ インフルエンザは感染力の強いインフルエンザウ
イルスが感染源で､ 飛沫や接触により感染していきます｡ 普通の風邪に比べて高熱など症状も重く全身に影響を
及ぼします｡ 体調のすぐれない時､ 子供や高齢の方は､ 肺炎や脳炎等の合併症を起こす心配も｡ この冬も感染を
予防するためにできることから取り入れてみましょう｡
インフルエンザには予防接種と自己管理､ 風邪にも生活習慣が予防につながります｡ 日頃から１日数回のうが
い､ できる人は鼻洗いも (３回以上が効果的といわれています※うがいは鼻やのどの粘膜に付着したウイルスを
早期に洗い流すこと､ 粘膜を乾燥させないことを目的に行います) 手洗い (石鹸と流水で最低��秒程度の丁寧な
手洗い又はアルコール系消毒薬の使用※手は特に指の間や親指側は洗い残しが多いところです) 等を習慣づける
こと､ 感染の可能性のある外出はマスクを使う､ 良質な睡眠､ 栄養バランスのとれた食事も体の免疫力を高め感
染予防につながります｡ また､ 室内環境は適度な温度と湿度がウイルスの活動を抑えます｡ たびたび新鮮な空気
の入れかえもしましょう｡
このような生活習慣と自己管理ともに､ アロマテラピーを感染予防に役立てることができます｡ アロマテラピー
は芳香植物 (ハーブ) から抽出したオイル (精油) を使う植物療法です｡ このエッセンシャルオイルの芳香分子
の中には､ 抗菌作用､ 抗ウイルス作用､ 免疫賦活作用を持つものが多くあり､ 芳香分子を拡散することで空気中
の病原菌､ ウイルスに吸着し活動を抑え､ ウイルスの漂う空気を清浄にしてくれます｡ この冬､ 同友会施設内で
は､ 藤沢ケアセンター､ 健康管理センター､ 外来一部ブース､ 職員保育室等で施設内の感染予防対策のひとつと
してアロマテラピー (芳香拡散) を行っております｡ 風邪やインフルエンザ予防のための芳香拡散には主に､ ティー
トリー､ ユーカリ､ ラビントサラ､ レモン､ パインの精油等を使います｡ これらの芳香分子の中には風邪をひい
てしまったときに､ 症状を緩和してくれる働きもあります｡ 精油は芳香拡散のほかにうがい､ 入浴､ マッサージ
オイルなどにも使うことができます｡ どのような使い方でも体内に吸収されます｡ そのため､ 安全で効果的なア
ロマテラピーを行うために良質な精油を用い､ 使用方法をかならず確認してから使用しましょう｡
新年も寒さが続いています｡ 風邪を予防し元気に過ごしたいですね！当院では�	月�
日～２月	�日まで【咳エ
チケットキャンペーン】－病原体を広げないためのエチケット－を実施中です｡ どうぞ院内掲示をあわせてご覧
いただき､ ご協力をお願いいたします｡

���
������

����� 看護師 アロマテラピスト 和泉 美英
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受付時間
■月曜日～金曜日 午前 8:30～11:00 (診療開始 9:00)

午後 12:00～ 3:00 (診療開始 1:30)
■土曜日 午前 8:30～12:00 (診療開始 9:00)
＊土曜日午後・日曜・祭日・年末年始は休診です｡

※内科・外科・泌尿器科・整形外科の午後外来診察は完全予約
制とさせていただきます｡ ｢一般診察 (新患・予約外)｣ の他､
｢お薬｣・｢注射｣ 等も受付できませんのでご注意ください｡

編 集 後 記
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※ 枠の診療は予約制とさせていただきます｡
●は休診とさせていただきます｡
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｢藤沢市北部の医療を考える｣
－地域における医療･保健

福祉の連携－
●平成18年２月18日(土)
14：00～15：30
●長後市民センター ３階ホール
駐車場が狭いので車でのご来場はご遠慮く
ださい｡
������：同友会在宅介護支援センター

�����－��－����

腰痛・膝痛・肩こりなどの整形外科疾患､ また高脂血症・糖尿病・高血圧な
どの内科疾患などについて皆さんはご存知でしょうか？
｢知っているようで､ 実は知らない…｣ という方もいらっしゃるのでは？
そこでライフでは､ これらの疾患について地域の皆様にもっと広く知っていただく
為に､ ｢分かりやすく､ 楽しい｣ かんたんライフ講座を定期的に開催しております｡
今回は ｢心筋梗塞と運動｣ と題しまして､ １月28日(土)11時30分よりライフに

て講座を開きます｡ 当日はライフにご登録いただいていない方もご参加いただけます｡
参加をご希望の方はライフメディカルフィットネス (℡0466－46－3000) までご連
絡下さい｡ ぜひ､ 地域の皆様のご参加をお待ちいたしております｡

TEL.0466-46-3000 FAX.0466-46-3077
URL http://www.fj-shonandai.or.jp/life/
Ｅ-mail life@fj-shonandai.or.jp
営業時間 月～木・土 ９:00～22:00

日・祝日 11:00～19:00
金 休館日

23,-.4�56


